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　近年は化石燃料の消費抑制、廃棄物の排出量削減や脱炭素への取組推進に注目が集まっており、産業廃棄物

の排出事業者は、産業廃棄物を適正に処理するだけでなく、資源循環の技術や動向まで理解しておくことが求

められている。排出事業者は社内研修によって、これらの最新情報や知識を習得するよう努めていると考えら

れるが、排出事業者における環境や廃棄物処理に関する社内研修についての公表物はほとんどなく、排出事業

者が他社の社内研修の実施状況や開催形態についての体系だった情報を知る手段は限られている。

　JWセンターでは、排出事業者における環境や廃棄物処理に関する社内研修の実施状況や開催形態について

調査を実施し、その結果を広く周知することで、排出事業者における社内研修の円滑、かつ効果的な実施に貢

献することを目的にアンケート調査を実施した。調査では、JWセンターが実施する、排出事業者の新任実務

担当者に向けたマネジメント研修会の受講状況や社内研修として役立つかどうかについての回答も得られた。

詳細については、下記URLから参照いただきたい。

　参考URL https://www.jwnet.or.jp/info/chousa/bunrui6.html

　本号では上記の調査結果の一部を抜粋して、報告する。

1アンケート実施内容

　アンケート実施内容は 表 1 のとおり。

  表 1  　アンケート実施内容

実施時期 令和4年 9月 26日～10月 24日

対象者数
令和 4年 3月末時点で排出事業者として電子マニフェスト加入している者で、少量排出事業者や
複数件の加入による同一のメールアドレスの重複分を除いた36,542者

回答数 1,378者（回答率3.8％）

主な質問項目
・回答者の概要
・環境や廃棄物処理に関する社内研修の実施状況
・JWセンターの研修会について

2調査結果

（1）　回答者の概要

　回答者は製造業と建設業が多かった 図 1 。従業員数は 300 人以下である割合が半数以上であった 図 2 。

ISO14000s 認証を取得している（今後取得する予定を含む。）割合は半数以上であった 図 3 。
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  図 1  　業種（N＝1,378）

製造業
50.4%

建設業
21.5%

その他
27.7%

無回答 0.4%

  図 2  　従業員数（N＝1,378）

50人以下
24.7%

51～ 100人
16.8%

101～ 300人
25.7%

301人以上
32.7%

無回答 0.1%

取得している
52.1%

取得していない
46.1%

今後取得する予定
1.1%

無回答0.7%

  図 3  　 ISO14000s 認証の取得
状況（N＝1,378）

（2）　環境や廃棄物処理に関する社内研修の実施状況

　社内研修を実施している（今後実施予定・実施時期を検討中を含む。）割合は 66.2％ であった 図 4 。実施

頻度、実施時間、実施人数は、それぞれ「1 年間に 1 回実施（39.6％）」、「2 時間未満（70.6％）」、「10 人以下

（40.0％）」という回答が最も多かった 図 5～7 。社内研修の内容は「廃棄物処理法全般（65.4％）」の割合が最

も多く 図 8 、実施方法は、自社の担当者が対面で実施している割合が高かった 図 9 。一方で、参加しやす

い研修形態は「外部機関が指定するオンラインシステムでオンライン講義（58.9％）」であった 図 10 。

実施している
56.2%

実施して
いない
43.3%

今年度実施予定0.4%

今後 1年以内に実施予定
1.0%

実施時期を検討中
8.6%

実施の予定はない
33.0%

不明 0.3% 無回答0.5%

  図 4  　社内研修の実施状況（N＝1,378）

数年間に1回実施
（または受講）
15.6%

1年間に 1回実施
（または受講）
39.6%

1年間に
1回以上実施
（または受講）
29.6%

法改正時等に
必要に応じて実施
（または受講）
13.9%

今後実施（受講）予定
0.9%

無回答0.4%

  図 5  　実施頻度（N＝774）

2時間未満
70.6%

半日未満
（2～ 4時間程度）

18.2%

1日未満
（5～ 7時間程度）

7.2%

2日以上 0.7%
2日未満

（1日、1.5 日など）
1.6%

無回答1.8%

  図 6  　実施時間（N＝774）

10人以下
40.0%

11人～ 20人
20.8%

21人～ 30人
10.4%

31人以上
26.2%

無回答 2.6%

  図 7  　実施人数（N＝774）
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

無回答

その他

近年のリサイクル技術

委託先処理業者の選定方法，実地確認の実施方法

委託契約の締結

資源循環の事例紹介

廃棄物処理法以外の環境法規制

廃棄物処理法の改正内容

ISO14000s に関する内容

違反事例，罰則

マニフェスト（電子，紙）の運用方法

適正処理の事例紹介

廃棄物管理の実務

廃棄物処理法全般

回答率

  図 8  　実施内容（複数回答可）（N＝774）

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％

無回答

外部の講師を招聘し，オンラインで研修を実施

外部の講師を招聘し，オンラインで研修を実施

外部の機関が主催する研修に対面で参加

自治体主催の研修会に参加

外部の機関が主催する研修にオンラインで参加

事業所の担当者が講師となり，オンラインで研修を実施

本社の担当者が講師となり，オンラインで研修を実施

e- ラーニングによる研修を利用

本社の担当者が講師となり，対面で研修を実施

事業所の担当者が講師となり，対面で研修を実施

回答率

  図 9  　実施方法（複数回答可）（N＝774）
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

無回答

自社の会議室で外部機関の講師と
テキストで対面形式の講義

自社のオンラインシステムを使って
オンライン講義

外部機関が選定する会場で
対面形式の講義

外部機関が指定するオンライン
システムを用いた研修会

回答率

  図 10  　参加しやすい研修形態（複数回答可）（N＝1,378）

（3）　JWセンターの研修会について

　マネジメント研修会を受講したことがあると回答した割合は 9.3％であった 図 11 。マネジメント研修会が

社内研修として役立つと回答した割合は高かった 図 12 。マネジメント研修会で役立った内容で最も多かっ

た回答は「廃棄物処理法について（75.0％）」であった 図 13 。

過去に会場講義形式で受講
したことがある6.2%

過去にオンライン形式で
受講したことがある

2.4%

過去に会場形式・
オンライン形式の両方
で受講したことがある

0.7%

知っているが
受講したことは

ない
36.9%

研修会のことは
知らない
53.2%

無回答 0.7%

  図 11  　マネジメント研修会の認知度（N＝1,378）

  図 12  　マネジメント研修会が社内研修として役立つか（複数回答可）（N＝128）

※　図11で受講したことがあると回答した人の回答のみ集計。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

無回答

社内研修として役立たない

廃棄物排出部署の担当者を対象とし
た社内研修として役立つ

廃棄物管理を行う部署の担当者を対
象とした社内研修として役立つ

回答率
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

無回答

個別項目として特別挙げるものはない

不明点が生じたらテキストを参照して対応している

帳簿の作成

（特別管理）産業廃棄物処理計画

適正処理の確保

行政処分

産業廃棄物の委託処理

委託契約書

マニフェスト制度

廃棄物の処理

廃棄物の定義と産業廃棄物の種類

廃棄物処理法について

回答率

  図 13  　マネジメント研修会で役立った内容（複数回答可）（N＝128）

3まとめ

　アンケートの回答から、半数を超える排出事業者が環境や廃棄物処理に関する社内研修を実施していること

が分かった。また、実際の社内研修の開催形態と社内研修の担当者が参加しやすいと考える研修形態に相違が

みられた。これは、排出事業者が自社の力だけで社員教育を行っていく場合に、ある程度、限界を感じている

ものと想像される。社内研修の一部を外部に委託する等の方法により、教材の内容の充実や最新情報等の繁栄、

教材作成や研修開催に伴う手間の軽減を図ることができるものと考えられる。さらにオンラインで社内研修を

実施することにより、研修に参加する社員の利便性が向上し、社内の研修担当者、参加する従業員ともに、時

間を効率的に使うことができるものと考えられる。

　JWセンターのマネジメント研修会が自社の社内研修として役立つと回答した割合が高かったが、これは、

実際の社内研修で排出事業者が学習している内容とマネジメント研修会の内容に共通点が多いためであると考

えられる。現在、マネジメント研修会はオンライン形式で開催しており、研修参加の際にも時間を効率的に使

うことが可能と考えられる。排出事業者の皆さまには、環境・廃棄物処理に関する社内研修の実施、廃棄物の

適正処理やリサイクルの推進に、引き続きご尽力いただきたい。その際には、JWセンターのマネジメント研

修会も、社内研修にお役立ていただければ幸いである。
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